
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員の育成について 

校長 三野宮 誠 一 

保護者の皆さまにはご多用の中、個別懇

談にご来校くださいましたことに感謝申し

上げます。１年生の保護者の皆さま、特に

お子さまを初めて小学校に通わせる保護者

の皆さまにおかれましては、この２か月間、

戸惑うことも多々あったことと思います。

私も自分の子どもたちを南小学校に通わせ

ましたが、勤務校ではないこともあり、分

からないことが度々あり、妻と思案してい

たことを覚えております。不明な点につき

ましては、担任にお気軽にお問い合わせい

ただければと思います。 

さて、報道等でご承知のこととは思いま

すが、全国的に教職員の欠員が問題となっ

ております。稚内市内の小中学校でもいく

つかの学校で欠員が生じており、複数の教

員が不足している学校もあります。これは

教育現場に限ったことではなく、人手不足

はどの業界でも深刻な問題としておさえら

れております。また、5 月の連休後は、新

規就業者の退職に関するニュースが盛んに

報じられていました。 

本校では、この春に大学を卒業し、教員

になった者が２名おります。校内ではこれ

らの教員への支援・指導体制をつくり、適

切に指導する力を身に付けさせることに継

続的に取り組むこととしております。ただ、

本来であれば「仕事に慣れていく期間」を

しばらく設け、初めから学級担任としてで

はなく、中学校のように副担任として勤務

できればよいことは言うまでもありません。

本校の規模の小学校では担任以外の教員は

「１名」のみ配置される定数基準となって 

 

 

おり、基本的には中学校のように複数名で

学級を運営する体制をつくることはできま

せん。就職してすぐに「ベテランと同等の

仕事の量をやり遂げる」ことが求められる

教職員の仕事は、非常に特殊な仕事と言え

ると思います。 

私は初任段階に多くの失敗を積み重ねて

きましたが、保護者や地域住民の皆さまに

温かい激励をいつもいただいたことで、前

向きに仕事に取り組むことができたと感じ

ております。本校の初任段階教職員に関し

ても不十分な点が多々あるかと思います。

到らぬ点は指摘していただいた上で、その

後に気持ちを入れ替え、仕事に励むことが

できるような声かけを保護者の皆さまには

お願いしたいと思います。 

「若いから指導力が不足しているのはし

ょうがない」ではすまされないことは学校

としましても承知しておりますし、教職員

自身が主体的に研究と修養に励んでいかな

ければならないことは当然です。ただ、本

校の初任段階教員が「失敗」や「うまくいか

ないこと」があっても、それらを糧に成長

していくことができる「職場（学校）」とす

ることができればと考えております。保護

者・地域住民の皆さまにも育成者としての

視点をもちながら、初任段階教職員に関わ

っていただけましたら幸いです。 

ただし、若年層の職員はもちろん、本校

の職員の指導の在り方に関わり、気になる

点やお気づきの点がありましたら、教頭ま

でご相談くださいますよう、お願いいたし

ます。 
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４月１８日、6年生を対象に「全国学力・学習状 

況調査」を行いました。詳しい結果は夏頃にお届け 

しますが、教員で自己採点を行いました。 

 ここで見えた傾向としては、 

 ○複数の知識をもとに問題を解く力を付ける必要 

がある。 

（国語の条件作文や算数の資料活用問題など） 

○自分の考えを文章で表現する力を高める必要が 

ある。 

 また、昨年度１２月に実施しました「ＣＲＴ標準 

学力検査」の結果分析では、 

○文章を読み、問題の趣旨を理解する 

○考えを言葉で表現する 

○語彙を増やし、意味や使い方を理解する 

このような力をつけていく授業を展開していくことが必要であると考えます。昨年度のＣＲＴの結果で

は、正答率を一昨年と比較し、５～１０ポイントほどの上昇が見られました。昨年度までの授業改革の取組

による一定の成果も見られています。今年度においても、児童が主体となる「探求的な学習」を進め、情報

を活用しアウトプットを大切にした授業づくりによる資質・能力の向上を目指していきます。 

 稚内南小学校ホームページにおいても、結果分析につきまして掲載いたしますので、そちらもご覧くだ

さい。 

 

 今年度も、稚内警察署を始め、各関係機関と連携し、

防災教室を行っていきます。 

 稚内警察署から保護者への注意喚起のお知らせが届

きましたので、下記をご確認ください。 

 

 

日 曜 行 事 予 定 

２日 月 眼科検診(３･６年) 

３日 火 全校集会 

５日 木 内科検診(１･3･５年･きらり) 

６日 金 短縮日課 

９日 月 歯科検診(２-２、３年) 

１０日 火 短縮日課 

１１日 水 運動会総練習 

１２日 木 内科検診(２･４･６年) 

１３日 金 短縮日課 

１４日 土 運動会（雨天の場合は日曜日に延期）

１６日 月 振替休業日、（運動会予備日） 

１７日 火 短縮日課、（運動会予備日）

１８日 水 短縮日課、耳鼻科検診 

２４日 火 ニコタイ、クラブ① 

２５日 水 体力テスト(１･６年)

２６日 木 ２年水泳学習（午前）

２７日 金 体力テスト(２･５年)、活動委員会 

３０日 月 クラブ② 

 

 

 

 今年度の運動会は 6 月１４日(土)に実施します。

なお、１４日に実施できない場合は、15 日に延期い

たします(１４日はお休みです)。 

 １５日以降の延期の対応、実施内容・形態・駐車場

等の詳細につきましては、教務部から出される「運動

会便り」をご参照ください。駐車の際は、近隣に迷惑

がかからないようご協力お願いします。 

 


